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この資料は、研修カリキュラムの「政策立案演習」における各班での討議の際の基礎資料です。
第１希望とした演習テーマに即して記載してください。なお、この資料は、研修初日に研修生全員に配布します。
	第１希望演習テーマ（選択したテーマに〇印をつけてください）

ア：災害対策　　　　　イ：公共施設の整備と維持　　　　ウ：子育て支援関連政策

エ：都市計画　　　　　 eq \o\ac(○,オ)：観光政策　　　　　　　　　　カ：地域交通政策

	施策提案件名（仮題・サブテーマ）
	立ち寄り型観光の可能性

	施策を提案した理由等（現状、課題・問題点、意見等）を自由にご記載ください。（箇条書きなどにより、要点を簡潔にお書きください。）
理由：
・富士山より中央道で10分の好立地にも関わらず通過される町になっている。
・リニア実験線での観光客は年間27万人程いるが、見学センターのみの訪問であり、リニア開通後の集客は見込めない。
・リニア見学センターから徒歩圏内に全国重点道の駅の道の駅つるが今秋オープンを控えている。
・富士湧水群、城下町文化、松尾芭蕉関連とポテンシャルはあるが活かしていない。
・市の観光候補地の整備、魅力（観光目線での）が準備できていない。
・行政間、関係者へのPRは出来ているが、一般の旅行客のPRができていない。
・富士山、富士急ハイランド観光客は静岡方面に流れるか、都内にまっすぐ戻る傾向が強い。
施策：
・リニア関連の観光客と道の駅に開業後に来るある程度の観光客がリピーターになる必要がある。しかし、観光候補地などの整備には時間と莫大な予算がかかると予想でき、リニア開業予定の2027年までに整備する予算は難しいのが現実である。しかし、長期的に整備していく未来予想を周知することは可能であると考えるので、何十年もかけてでも整備していくことが、未来への投資としては最適である。
・フローとしては、まず道の駅の開業が決まりそこに湧水で育てた農産物、豚肉などのブランド化された商品が並ぶので、湧水群の遊歩道、湧水マップなどの準備を始めていくことが、効率が良いかと考える。湧水をめぐる道中には城下町（現状面影はない）、神社、仏閣、松尾芭蕉句碑が点在する為、それらの散策マップを遊歩道周辺地域への土産物、飲食店等の補助をし、行政から出店をしやすい環境整備をしていくことが良いと考える。出店件数が増えていくことで税収が上がり、城下町整備の資金捻出、期間短縮になる。幸い大学も多く、若い人材、海外からの留学生もおり、川越市のように人力車など江戸を思わせるための雇用も見つけやすい土地柄である。
・学生が多く、観光産業でアルバイトする学生が多く確保できれば、そこからSNSなどでPRをしていく流れになれば理想的であり、予算を使わずいままで行政ではできなかったPRをしていくことが可能になる。
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